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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

生成AIを用いた
オンボーディング支援エージェントの設計と試作

中山 智貴

システム構成および活用例

オンボーディングにおける課題 AIエージェントを活用した支援

1 何から学ぶかの判断が難しい
情報源が多く、何が重要か分からない
2 知識が実務で通⽤する形にならない
得た情報が、使える知識として定着しない
3 理解の曖昧さが記録に残らない
分かっていない点が整理されず、次につながらない

1 役割に応じて情報を絞り込む
社内データと連携して、必要な情報が得られる
2 対話を通じて知識を鍛える
会話練習とフィードバックで、⾃分の⾔葉に変える
3 曖昧さを次のアクションにつなげる
確認事項を整理し、上司・有識者への相談につなぐ

組織への
新規参画者
⽬的・役割を設定

相談・練習

汎⽤的な⽣成AIサービスを活⽤した
オンボーディング⽀援エージェント

情報の扱い⽅を明確化
情報源の優先順位と、
確定した情報かどうかを
区別するルールを設定

AIとの会話を定型化

社内データ

・ プロジェクト情報
・ タスク・業務記録
・ 開発資料
など

連携機能で
データ取得

AIとの会話を⽬的別の
型で進め、終了後にログ
を残す

活⽤例︓顧客を模擬したAIとの会話練習を、関係者への相談・次のアクションにつなげる

1  会話を練習
顧客役のAIの質問に
⾃分の⾔葉で回答

2  AIからのフィードバック
曖昧な理解を確認し
再練習で定着へ

3  ログ・確認事項
学び・確認事項を整理
ログとして記録する

4  次のアクションへ
上司・有識者への相談など
次のアクションにつなげる

？

試作で得られた結果

利⽤時の所感
⾃分が理解できていない点に
気付き、説明できる知識へ
変える体験が得られた。

次のアクションへの接続
会話で曖昧だった理解を抽出し、
専⾨知識を有する有識者への
具体的な確認事項を整理できた。

実装上の特徴
社内で利⽤している⽣成AIサービス
上に、パッケージとして容易に展開
できる構成とした。

※評価の範囲︓利⽤時の所感と試作機能の評価にとどまり、実務への効果の検証は今後の課題。


